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令和４年８月定例伊達市教育委員会会議録 

 

１ 開催日時  令和４年８月 17 日（水）13 時 30 分～ 

 

２ 開催場所  伊達市役所 東棟３階 庁議室 

 

３ 出席者   教育長 菅野 善昌 

１番 菅野 千惠子 委員（教育長職務代理者）  

２番 関根 勝富  委員 

３番 貝羽 貴子  委員 

４番 宍戸 弘治  委員 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 説明のため出席した者 

        教育部長              原 好則 

        教育総務課長           

        （兼学校給食センター所長）      大河原 克仁 

        教育総務課主幹（施設担当）     佐藤 真 

生涯学習課長（兼ふるさと会館長）  菅野 公宏 

        学校教育課長            邉見 年成 

こども未来課幼保支援係長      板垣 厚志 

こども未来課企画管理係長      眞柴 智子 

ネウボラ推進課長          畠 香苗 

 

６ 本委員会書記 

        教育総務課総務企画係長         菅野 早苗 

        教育総務課総務企画係主事         大橋 勝 

 

７ 日程１ 開会 

○菅野教育長 令和４年８月定例伊達市教育委員会会議を開会します。本日は全員出

席していますので会議が成立しています。また開会時刻は 13 時 30 分です。 

  

８ 日程２ 会期の決定 

○菅野教育長 会期決定についてお諮りします。会期は本日17日にしたいと思います。

異議ありませんか。 

 

【委員より異議なしの声あり】 
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○菅野教育長 異議なしと認め、会期は本日17日と決定します。 

 

９ 日程３ 議事録署名委員の指名 

○菅野教育長 議事録署名委員の指名に移ります。本日の議事録の署名は１番菅野委

員と２番関根委員にお願いします。また、７月定例会の議事録は３番貝羽委員と４番

宍戸委員に署名いただいておりますことをご報告いたします。 

 

10 日程４ 会議の進め方 

○菅野教育長 本日の会議の進め方について、教育総務課長から説明願います。  

 

○大河原教育総務課長  

１ 議 事 

報告第５号  工事請負契約の締結について 

報告第６号  工事請負契約の締結について 

報告第７号  工事請負契約の締結について 

報告第８号  令和４年度伊達市一般会計補正予算（第４号）教育委員会分に 

ついて 

議案第 23 号 工事請負変更契約の締結について 

議案第 24 号 令和４年度伊達市一般会計補正予算（第５号）教育委員会分 

について 

２ 協 議     令和５年度伊達市学校給食費の改定について 

３ 報 告  

（１）教育長から 

（２）各教育委員から 

（３）議会報告について 

（４）その他 

 

11 日程５ 傍聴の許可 

○菅野教育長 傍聴希望の方はいますか。 

 

○菅野総務企画係長 いません。 

 

12 日程６ 議事 

○菅野教育長 「報告第５号  工事請負契約の締結について」から「報告第７号   

工事請負契約の締結について」までを一括して教育総務課主幹から説明をお願いしま

す。 
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○佐藤教育総務課主幹 資料により説明 

 

○菅野教育長 ただいまの報告について、委員の質疑をお願いします。 

 

なければ次に「報告第８号  令和４年度伊達市一般会計補正予算（第４号）教育委 

員会分について」各担当課長から説明をお願いします。 

 

○大河原教育総務課長       資料により説明 

○板垣こども未来課幼保支援係長  資料により説明 

 

○菅野教育長 ただいまの報告について、委員の質疑をお願いします。 

 

○菅野教育長 小・中学校の給食費は教職員分の補助はしておらず、教職員分はその

他の財源で計上されています。幼稚園、認定こども園の給食は、教職員と子ども達は

別と考えてよいですか。 

 

○板垣こども未来課幼保支援係長 検査のための１食分は公費負担ですが、教職員の

分は含んでおりません。 

 

○菅野教育長 他になければ次に「議案第 23 号 工事請負変更契約の締結について」

教育総務課主幹から説明をお願いします。 

 

○佐藤教育総務課主幹 資料により説明 

 

○菅野教育長 ただいま説明あった議案第23号について、委員の質疑をお願いします。 

 

なければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありませんか。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

○菅野教育長 異議なしと認め「議案第 23 号 工事請負変更契約の締結について」は

原案のとおり可決されました。 

次に「議案第 24 号 令和４年度伊達市一般会計補正予算（第５号）教育委員会分に

ついて」各担当課長等から説明をお願いします。 

 

○大河原教育総務課長       資料により説明 

○佐藤教育総務課主幹       資料により説明 
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○菅野生涯学習課長        資料により説明 

○邉見学校教育課長        資料により説明 

○大河原学校給食センター所長   資料により説明 

○眞柴こども未来課企画管理係長  資料により説明 

○畠ネウボラ推進課長       資料により説明 

 

○菅野教育長 議案第24号について、委員の質疑をお願いします。 

 

○菅野委員 エアコン設置について質問します。梁川小学校、小国小学校の記載があ

りませんが、既に特別教室にエアコンが設置してあるからですか。霊山中学校校舎の

半分を改築しておりますが、解体していない校舎の特別教室にエアコンは設置してあ

りますか。 

 

○佐藤教育総務課主幹 梁川小学校の特別教室にエアコンは既に設置してあります。

小国小学校は、別にエアコンを設置する工事を行います。霊山中学校旧校舎にあった

特別教室は、新校舎へ移設しエアコンも設置してあります。本市の小・中学校の普通

教室及び特別教室へのエアコン設置は、ほぼ100％達成できます。 

 

○宍戸委員 学校トイレの洋式化が進められていますが、都内の女子高で、他人が座

った便座には座りたくないという生徒の要望で、和式に変えるということがありまし

た。コロナ禍の時代に理にかなった感染症予防方法だと思います。新型コロナウイル

ス感染症予防のため、洋式トイレに除菌スプレー、流せる除菌シート等を用意してあ

りますか。 

 

○佐藤教育総務課主幹 各学校の考え方があるため、各学校にお任せしていますが、

新型コロナウイルス感染症予防のため十分な対策をとっているものと認識しています。 

 

○邉見学校教育課長 コロナ臨時交付金の中で各学校に配当した予算があり、裁量で

使えるため、対応することは十分に可能だと思っています。 

 

○菅野教育長 各学校の対応について参考までに次回報告をお願いします。 

 

他になければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありませんか。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

○菅野教育長 異議なしと認め「議案第24号 令和４年度伊達市一般会計補正予算（第
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５号）教育委員会分について」は原案のとおり可決されました。 

 

 

13 日程７ 協議 

○菅野教育長 「令和５年度伊達市学校給食費の改定について」学校給食センター所

長から説明をお願いします。 

 

○大河原学校給食センター所長  資料により説明 

 

○菅野教育長 委員の質疑をお願いします。 

 

○菅野委員 海外情勢、気候変動等を見てこの増額分で足りるのか不安に感じます。

本市では今後もコロナ臨時交付金を活用した給食費増額のみで保護者負担の増額は行

わない予定ですか。 

 

○大河原学校給食センター所長 この単価改定増で足りるのかという部分を説明しま

す。１学期までは物価が上がっていますが、様々な工夫を行い、給食を提供してきま

した。今回の単価増額は、各給食センターに県から配置されている栄養技師とも相談

し決定しました。目に見える形で子ども達にも喜んでもらえる給食を提供できるそう

です。今後さらに単価増となる可能性もありますが、令和５年度は、この単価で進め、

今後さらなる急激な物価高騰等があった場合は、年度途中、もしくは令和６年度以降

に対応したいと考えています。 

給食費の保護者負担について説明します。教育部局単独で決定することはできない

ため、財務部局との協議が必要となります。令和５年度は、現在の物価高騰への対応

が必要ということでコロナ臨時交付金がない場合でも、本市の一般財源を投入するこ

とで財務部局と協議を進めていますが、その後の令和６年度以降の対応は未定です。

さらなる保護者負担の軽減も、財務部局との協議が必要となります。近隣市町村の状

況も見ながら教育部として検討して、必要であれば財務部局と協議をしていきます。 

 

○貝羽委員 子育てしやすいまちを目指すのであれば、ぜひ保護者負担をできるだけ

軽減していく方向で検討していただければと思います。 

 

○菅野委員 給食費の値上げについて、毎年教育委員会会議で話し合われたと記憶し

ています。大変だと思いますが、市の予算で対応してもらえるのであれば、保護者負

担の増額をせず対応してほしいと思います。 

地場産品の価格はどのくらいですか。地場産品を買った方が安いのであれば、積極

的に使ったほうが良いのではと思いました。 
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○大河原学校給食センター所長 地場産品の方が値段は高いです。全国的に流通して

いるもので大手企業であれば量も品質も、安定したものが入手できますが、地場産品

のものに限ってしまうと、虫がついていたり、必要量を確保できなかったりしますの

で、学校給食として大量に毎日使っていくことが困難なところがあります。鮭の麴漬

焼き、伊達鶏などは、一般的な魚の切り身、鶏肉と比べて値段は高くなってきます。

そのため、だてふるさとメニューの日として、本市で１食当たり100円をプラスし、地

元の食材を使用した給食を子ども達に食べてもらう企画を考えています。 

 

○菅野教育長 学校教育課から保護者の給食費負担について補足をお願いします。 

 

○邉見学校教育課長 給食費は、全員が現状の額で支払っているわけではなく、就学

援助等の場合、給食費は免除になっています。ある程度収入が安定している家庭から

は、給食費を支払ってもらっています。 

 

○菅野教育長 保護者負担を軽くすることは基本的に考慮しながら、法令の中では、

受益者負担が基本原則になっており、本市としてもこの考え方を入れながら、今の状

況を十分勘案し、補助をしていきます。 

 

○関根委員 増額はしますが、保護者負担はありませんという周知をすると思います

が、増額という言葉だけが目立ち話題になっても困ると思います。わかりやすい文章

で周知していただければと思います。 

 

○菅野委員 給食費増額の方針をこれから保護者に対して十分に説明する必要がある

と思います。 

 

○宍戸委員 給食の単価契約は半期ですか。 

 

○大河原学校給食センター所長 年間です。あまりにも急激な単価増があった場合は、

年度途中で単価契約額を変更することもあります。 

 

○宍戸委員 市で賄うことができる場合は、保護者に負担をかけず、賄ってほしいと

思います。 

 

○原教育部長 最近の物価高騰が著しいため、これまでの努力では追いつかないとこ

ろまできています。今回令和４年度８月からコロナ臨時交付金を入れて、給食の充実

を図っていきたいと考えています。また令和５年度以降も同じ内容で続けられるよう

に、今回給食の単価改定を行いたいと思います。来月の教育委員会会議で正式に諮問

という形で提案し、運営委員会に諮問するという流れで進めていきたいと思います。 
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○菅野教育長 運営委員会への諮問ということで進めさせていただきます。 

 

14 日程８ 報告 

○菅野教育長 次に報告に移ります。最初に教育長資料に基づき報告します。 

 

令和４年度 ８月定例教育委員会会議 教育長報告資料 

１ 新型コロナウイルス感染症への対応について【こども未来課、学校教育課】 

（１）保育園・幼稚園・認定こども園、子ども遊び場、放課後児童クラブ等における

現状と対応 

○板垣こども未来課幼保支援係長 前回の教育委員会会議から本日まで、市内の園児

の陽性者は10名です。クラス閉鎖は、月舘認定こども園の０、１歳児クラスは８月６

日から８日まで閉鎖しました。マスク着用は、国の方針通り２歳児未満は、着用推奨

せず２歳児以上は一律に着用を求めないこととし、熱中症対策をしながら、各園の状

況を考慮して対応しています。放課後児童クラブは、陽性者は26名です。閉鎖した放

課後児童クラブはありません。マスクの着用は十分な距離が保てないことが多いため、

これまで通り着用する方針で運営をしています。屋内遊び場のスタッフの陽性者はい

ません。国の方針に基づき、子ども達のマスクは一律に着用を求めないこととしてい

ますが、最終的に保護者の判断で着用の有無を決めてもらっています。これまで取り

組んでいる基本的な感染対策の再点検や効果的な換気などを徹底していきます。 

 

（２）小中学校における現状と対応 

○邉見学校教育課長 前回の定例教育委員会会議から本日まで、小学生の感染者数は

82名です。今、説明がありました放課後児童クラブを利用している児童も含まれてい

ます。中学生の感染者は40名、合計で122名です。２学期以降の対応は、これまでの感

染対策を引き続き継続し、感染防止の徹底を図っていきたいと思います。今後も感染、

濃厚接触、学級、学年閉鎖等が予想されます。その中での学びの保障についても、タ

ブレットの持ち帰り等を推進していく計画をしています。 

 

２ 伊達市令和３年成人者交流会について【生涯学習課】 

 ※ 令和４年８月14日（日）伊達ふるさと会館 

○菅野生涯学習課長 令和３年成人式は、新型コロナウイルス感染拡大により、やむ

を得ずオンラインによる式を実施した経過があります。しかし、対面での開催をして

ほしいという強い要望があり、市として全面的にバックアップしながら、８月14日、

日曜日に令和３年成人者の交流会を開催しました。当日は約100名の参加者があり、滞

りなく開催しました。式典終了後には、抽選会などを行い、それぞれ自由に楽しく交

流を行ったという報告を受けています。 
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３ 第60回ももの里マラソン大会について【生涯学習課】 

※ 令和４年９月４日（日） 

○菅野生涯学習課長 伊達ももの里マラソン大会の開催を９月４日に予定しています。

昨年度はオンライン方式により開催しましたが、今回は人数を制限しながら開催して

いきたいと考えています。エントリー数は、10km1,540人、５km514人、３km79人、２

km436人、１km90人、親子の部門１kmが192組で現在の合計が3,043人となっています。

今年度も例年どおり、観光物産交流協会により、特産品の物販を予定していますが、

基本的に飲食禁止で対応するようです。新型コロナウイルス感染対策と熱中症対策に

十分留意しながら、救護体制をしっかり講じて対応していくと伺っています。 

 

４ 梁川美術館企画展【生涯学習課】 

（１）「星野富弘 花の詩画展 伊達展」 

  〇 令和４年７月９日（土）～８月21日（日）：梁川美術館 

  〇 関連イベント 

    令和４年７月23日（土）：「講演会＆ミニコンサート」 

  【講師：富弘美術館 館長 聖生清重氏、ミニコンサート：コーロ・アマンティ】 

○菅野生涯学習課長 ７月９日から８月21日まで「星野富弘 花の詩画展 伊達展」

を開催しています。７月23日に梁川小学校講堂にて講演会＆ミニコンサートを開催し

ました。参加者は約130名でした。８月12日時点の来館者数は2621名、平日は約60名、

土日は約80名の来館者数となっています。皆様もぜひ足を運んでいただければと思い

ます。 

 

５ 各種大会・コンクール等への参加（体位・体力の向上、たくましい心の育成、豊

かな人間性・社会性の育成、地域との交流） 

（１）第65回県中学校体育大会 

① 水泳競技 

   〇 男子50メートル自由形  ８位 清野 健人（伊達中） 

   〇 女子200メートル自由形 ６位 湯川 万智（霊山中） 

   〇 女子100メートル平泳ぎ ３位 遠藤 舞羽（伊達中） 

〇 女子200メートル平泳ぎ ２位 遠藤 舞羽（伊達中） 

② 柔道競技 

   〇 男子55kg級 ２位 佐藤 秀斗（桃陵中） 

   〇 女子40kg級 ３位 菅野 未唯（桃陵中） 

   〇 女子57kg級 ３位 八巻 心優（桃陵中） 

（２）第60回福島県吹奏楽コンクール 

  ① 中学校小編成の部      

〇 銅賞：霊山中学校 

  ② 中学校１部（大編成の部） 
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   〇 金賞（県知事賞、東北大会出場）：伊達中学校 

   〇 銅賞：桃陵中学校 

（３）第68回全日本中学校通信陸上競技福島大会 

  ① 男子共通3000メートル  第７位：児島源二郎（桃陵中） 

  ② 女子２年100メートル   第４位：菅野 桃和（桃陵中） 

  ③ 女子共通800メートル   第５位：坂下 新菜（桃陵中） 

  

６ その他 

（１）７月教育長の部屋 

（２）学校だより、新聞報道等から 

（３）その他 

 

○菅野教育長 何かご意見ご質問があればお願いします。 

 

○菅野委員 ヤングケアラーについて昨年質問した際に、国からの調査依頼が来てい

ないため、まだ調べていないという回答だったと思います。その時に地域の民生委員

等を利用して早めに調査してほしいと要望をしました。その後見えてきたものはあり

ましたか。 

 

○畠ネウボラ推進課長 県からの実態調査を待っていました。理由は質問項目によっ

て、結果に差が出てしまうため、県が一括で調査を行うのであれば、利用したいと思

います。県が今年の９月から 10 月に調査を行い、今年度中に公表するため、実態が今

年度中に分かると思います。それに先立ち７月に本市役所内で連携会議を開催しまし

た。高齢部門、障がい部門、健康福祉部門、健康推進課、学校教育課、こども未来課、

ネウボラ推進課で連携体制をとり、それぞれ関わっているケースでヤングケアラーと

思われる場合はネウボラ推進課に報告してほしいと伝えてあります。 

 

○菅野委員 学校教育課に学校からヤングケアラーの報告はありますか。 

 

○邉見学校教育課長 ヤングケアラーを見つけやすいのは、担任だと思います。疑い

がある児童生徒は数名おり、ネウボラ推進課こども家庭相談係に連絡しています。子

どもによっては、手伝いをしているつもりでも、周りからはヤングケアラーに見える

こともあります。 

 

○菅野委員 ヤングケアラーは見えにくい部分であり、隠したい部分でもあると思い

ます。また、ヤングケアラーということに家族も含めて本人も気づいていないという

ことが一番の課題であると思います。様々な部署と連携をして、支援できるような体

制を作ってもらいたいと思います。 
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○邉見学校教育課長 中学生になると、逆に言いたくないという本人の意思も出てく

ると思います。教員の研修も含めながら、支援できる体制を整えたいと思います。 

 

○菅野教育長 その他になければ次に（２）各教育委員の皆様からの報告に移ります。

報告のある委員の方の発言をお願いします。 

 

○菅野委員 伊達市内各学校のＰＴＡ組織について現状を知りたいと思いました。孫

が東京都内の小学校に通っており、学校からＰＴＡ組織についてアンケート調査が実

施されたようです。アンケート調査の結果に基づき、ＰＴＡ組織はなくなったそうで

す。また、数年前に転居してきた家族から「育成会には必ず入らなければいけないの

か、ＰＴＡには以前は加入していなかったが、入らなければいけないのか」という話

があり、その相談を地域の保護者から受けました。育成会への強制加入はできないと

思うこと、ＰＴＡのことは学校に聞くことが良いと思うと答えました。ＰＴＡ組織の

今現在の立ち位置を考えていた時に小学校ＰＴＡ協議会、脱退決定という新聞報道を

目にしました。全国組織から、都として全体が退会するという結論が出たという内容

でした。本市では、ＰＴＡ活動、組織について現場の現状が分かれば、教えてほしい

です。 

 

○邉見学校教育課長 各学校の規約に沿って活動していると思います。本市では、委

員から説明があったような動きの報告はありません。実際は地域、ＰＴＡと協力しな

ければ円滑に教育活動ができない学校もあります。今後の動向を注視していきます。 

 

○菅野教育長 組織として、伊達市ＰＴＡ連絡協議会、また旧町ごとの組織、各学校

にもＰＴＡの組織があります。 

 

○菅野委員 関根委員は現在、ＰＴＡ役員をやられていますが、活動等で感じること

はありますか。 

 

○関根委員 学校単位では、ＰＴＡの活動はあったほうが良いと思います。教員、保

護者の皆さんと様々な交流をすることができ、メリットが大きいです。しかし県大会、

全国大会等になってくると役員を決める際の問題があり、負担が大きくなると感じま

す。 

 

○菅野委員 貝羽委員は感じるところはありますか。 

 

○貝羽委員 様々な情報ツールがあるため、ＰＴＡの組織で活動しなくてもよいので

はないかと感じている保護者は多いと個人的に思います。組織がなくなった際に何の
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不便もない、疑問もないと最初は感じるかもしれません。しかし後になって必要性に

気付くこともあると思います。育成会に関しても、コロナ禍で活動が制限され、存在

意義を感じづらくなっていると思います。今年は行動制限がなくなった夏を迎え、各

地域で行事の規模を縮小して開催しているところが多いと思います。参加した方の話

を聞くと、そういう場で、ようやく近所の方の顔や、子ども達の顔が分かったそうで

す。やはり完全になくすことが良いとは思えません。そのため保護者の皆さんの意見

を聞いてみる場があっても良いのではと個人的に思います。 

 

○菅野委員 これだけ学校教育の環境が進歩して変化し、本市では学校の統合なども

あります。ＰＴＡの組織のあり方、活動にも注目しながら、学校と地域との連携をど

のように考えていくかが重要になってくると思います。 

 

○菅野教育長 宍戸委員は意見ありますか。 

 

○宍戸委員 白河高校では一度ＰＴＡを廃止しましたが、その後、必要性を感じ再組

織されました。保護者の協力や資金的な面も重要になってきます。一番問題になるの

は、役員を誰がやるかということです。学校が活発な活動をするためには、ＰＴＡが

必要不可欠であると、教員側も保護者側も感じている方が多いと思います。 

 

○菅野教育長 ＰＴＡがどのような意味を持っているのかということを再認識する必

要があると感じました。ＰＴＡは父母と教員の組織で、様々な関わりがあり、提案し

合うことでＰＴＡの役割が教員の中にも根づいてきて、教育活動にＰＴＡをさらに活

用できると思います。組織があってＰＴＡの活動があるのではなく、ＰＴＡの活動そ

のものがどのようにあるべきなのかということを確認しながら組織を変えていかなけ

ればいけないと思います。従来のような組織をまず作るという発想ではおそらく機能

しないと思います。個人的にはＰＴＡは学校にとってはなくてはならない組織だと思

います。 

次に（３）議会報告について教育部長から説明をお願いします。 

 

○原教育部長 伊達市議会定例会第６回臨時会議が７月22日にありました。報告７件、 

補正予算１件、その他４件について議決されました。具体的には、本日の議事案件で 

ありました報告第５号から第７号までの工事請負契約の締結について、報告第８号の 

一般会計補正予算第４号です。スポーツ振興公社の経営状況に関する報告もありまし 

た。 

 

○菅野教育長 何かご意見ご質問があればお願いします。 

 

なければ次に（４）その他に移ります。発言のある方はお願いします。 
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なければ、教育委員会行事報告・予定表について、教育総務課長お願いします。 

 

○大河原教育総務課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 次回の日程について事務局から説明願います。 

 

○大河原教育総務課長 次回の定例教育委員会会議 

日時 令和４年９月14日（水）13時30分～ 

会場 伊達市役所 東棟３階 庁議室 

 

15 日程９ 閉  会  

○菅野教育長 本日の８月定例教育委員会会議は、15時45分で終了します。 

 

上記記録の正確なことを認め、ここに署名する。 

    令和４年８月 17 日 

 議事録署名人 

 

 １番委員               

                                      

 

                   ２番委員 

                                      

           議事録調製者 教育総務課総務企画係主事 大橋 勝 


